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印　刷
㈱東海フォトデザインシステム

が
活
躍
し
ま
し
た
。
東
海
大
会
に
は

陸
上
・
体
操
・
テ
ニ
ス
・
柔
道
・
バ

ト
ン
・
卓
球
・
水
泳
部
が
、
全
国
大

会
に
は
、
陸
上
・
体
操
・
水
泳
・
将

棋
・
放
送
・
文
芸
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
物
部
・

科
学
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
に

出
場
す
る
選
手
に
は
、
同
窓
会
か
ら

激
励
金
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
高
大
接
続
改
革
が
急
速
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
入

学
生
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
か
わ

り
、
新
た
に
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

を
受
験
す
る
こ
と
に
な
る
予
定
で
す
。

　

大
き
な
改
革
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
方
向
は
、
ま
さ
に
本
校
が
こ
れ

ま
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
あ

り
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
で
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
で
す
。
慌
て
ず
に
、
課
題
探

究
型
授
業
の
充
実
、
英
語
力
の
向
上

な
ど
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

母
校
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
四
高
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
本
校
教
育
の
充

実
発
展
の
た
め
、
多
大
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
の
目
指
す
学
校
像
は

「
遍
く
険
し
く
光
り
輝
く
八
稜
星
の

ご
と
く
」
と
し
て
お
り
、
一
八
九
九

年
の
創
立
以
来
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
と
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

知
恵
と
心
意
気
を
も
っ
た
生
徒
を
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
よ
り
高
み
を
目
指

し
て
切
磋
琢
磨
し
、
勉
学
だ
け
で
な

く
、
部
活
動
や
学
校
行
事
に
も
集
中

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
進
路
状
況
は
、
国
公
立

大
学
に
２
９
７
名
（
昨
年
比
61
名

増
）、
う
ち
国
立
難
関
10
大
学
に
は

１
３
１
名
（
昨
年
比
30
名
増
）
が
合

格
し
ま
し
た
。
医
学
部
医
学
科
に
は

23
名
（
昨
年
比
９
名
増
）
が
合
格
し
、

年
々
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
志
の
あ
る
生
徒
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
今
年
も
多
く
の
部

ナ
ム
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
四
高
の
在

校
生
で
昨
春
の
ベ
ト
ナ
ム
の
高
校
と

の
相
互
交
流
に
参
加
さ
れ
た
方
に
会

場
で
交
流
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
好
評
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

四
高
同
窓
会
の
副
会
長
と
し
て
、
世

代
を
超
え
た
交
流
の
活
性
化
と
在
校

生
の
支
援
に
尽
力
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

　

そ
し
て
、
四
高
を
は
じ
め
地
元
の

高
校
生
の
人
た
ち
に
地
域
の
商
工
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
将

来
、
当
地
で
活
躍
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
地
域
・
社
会
を

創
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

会
の
皆
様
で
す
。
先
輩
や
後
輩
か
ら

は
当
地
の
歴
史
や
し
き
た
り
、
様
々

な
情
報
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
同
期
生
の
交
流
は

活
発
で
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
集

ま
り
、
親
交
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
四
日
市
商
工
会
議
所

の
会
頭
と
し
て
、「
地
域
商
工
業
の

発
展
に
つ
と
め
、
豊
か
で
活
気
あ
ふ

れ
る
地
域
・
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す

る
」
こ
と
に
努
め
て
お
り
、
そ
の
活

動
の
中
で
、
四
高
の
学
校
長
・
教
頭

先
生
や
在
校
生
の
方
と
ご
一
緒
す
る

機
会
も
増
え
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に

は
、
四
日
市
の
中
心
市
街
地
で
ベ
ト

　

私
は
、
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
四

日
市
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
就

職
に
伴
い
当
地
を
離
れ
、
大
阪
・
東

京
で
35
年
間
会
社
勤
め
を
し
た
後
、

平
成
20
年
に
四
日
市
に
戻
っ
て
仕
事

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ

か
は
当
地
に
戻
っ
て
暮
ら
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
故
郷
に
戻
っ

て
、
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

四
高
の
先
輩
・
後
輩
・
同
期
生
の
存

在
で
す
。
そ
れ
な
り
の
土
地
勘
は
あ

り
ま
し
た
が
、
当
地
で
仕
事
を
す
る

の
は
初
め
て
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
い
つ
も
力

づ
け
て
く
れ
た
の
が
、
四
高
の
同
窓

来
年
、
母
校
は
創
立

百
二
十
年
を
迎
え

る
。
人
間
の
年
齢
で

い
え
ば
大
還
暦
で
あ

る
。
十
干
十
二
支
を

二
周
す
る
こ
と
に
な

る
。
ち
な
み
に
、
世

界
中
の
人
間
で
、
こ
の
大
還
暦
に
達

し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
た
だ

一
人
で
あ
る
ら
し
い
。
つ
い
に
四
日

市
高
校
は
、
人
ひ
と
り
の
寿
命
を
超

え
て
、
歴
史
の
領
域
に
踏
み
入
っ
た

と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
慶
賀
の
至
り

で
あ
る
。
▼
一
方
で
、
歴
史
が
深
ま

れ
ば
、
語
り
継
ぎ
、
後
世
に
遺
す
努

力
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
そ
れ
を

怠
れ
ば
、
大
切
な
事
柄
が
歴
史
の
闇

に
埋
も
れ
て
し
ま
う
。
周
年
事
業
は

そ
う
し
た
機
会
で
あ
る
と
思
う
。
▼

「
四
日
市
高
校
百
年
史
」
を
紐
解
け

ば
、
明
治
42
（
一
九
〇
九
）
年
、
旧

制
第
二
中
学
は
創
立
10
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
し
て
い
る
。
母
校
最
初
の

周
年
行
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
富

田
中
学
と
校
名
を
改
称
し
、
大
正
13

（
一
九
二
四
）
年
に
は
創
立
25
周
年

記
念
式
典
を
盛
大
に
執
り
行
っ
て
い

る
。
昭
和
の
時
代
に
入
る
と
次
第
に

戦
争
の
影
が
色
濃
く
な
る
が
、
30
周

年
、
40
周
年
と
記
念
式
典
は
行
わ
れ

て
い
る
。
▼
そ
し
て
、
戦
争
と
と
も

に
富
中
の
時
代
は
終
焉
し
、
四
日
市

高
女
、
北
高
女
と
統
合
し
て
新
制
四

日
市
高
校
と
な
る
。
こ
れ
以
降
は
60

周
年
を
皮
切
り
に
十
年
刻
み
で
周
年

事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
る
。
特

筆
す
べ
き
は
、
半
世
紀
と
い
う
大
き

な
節
目
で
あ
る
は
ず
の
50
周
年
が
祝

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
戦
後
の
学
制
改

革
の
混
乱
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
当
該
年
で
あ
る
昭
和
24
（
一
九

四
九
）
年
は
、
周
辺
の
新
制
高
校
を

統
合
し
た
大
四
日
市
高
校
と
呼
ば
れ

る
時
期
で
あ
っ
た
。
▼
こ
う
し
て
み

る
と
、
周
年
行
事
の
実
施
に
は
、
社

会
的
な
安
定
が
不
可
欠
と
い
え
る
。

平
和
と
安
定
が
永
続
す
る
こ
と
を
祈

り
つ
つ
、
母
校
の
大
還
暦
を
祝
い
た

い
。	

（
青
山
）

遍あ
ま
ね

く
険
し
く
　

光
輝
く
八
稜
星
の
ご
と
く

学
校
長
　
和
田
欣
子

　平成30年度総会を下記の通り開催いたし
ます。会員の皆様におかれましては、お誘い
合わせの上、多数ご参加くださいますようご
案内申し上げます。

※講演につきましては、一般に公開しておりま
す。お知り合いで、ご興味のあります方には、
ご案内下さい。

終了後 ・抽選会のあと記念撮影
・喫茶室にてティー・パーティー
　（無料）

〈演題〉

「最近の交通・観光行政の
　　　　　　　　取組について」

○記念講演（総会後）
〈講師〉

石 澤 龍 彦 氏（四高56年度卒）

国土交通省中部運輸局長

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
平成30年６月２日（土）

○場　所

四日市市総合会館８階　視聴覚室

〈平成30年度総会のご案内〉

故
郷
に
帰
っ
て同

窓
会
副
会
長
　
種
橋
潤
治

（
四
高
43
年
度
卒
）

　同窓会の事業はすべて会費により運
営されています。会報の送付なども、
財政上の理由から会費を納めた方だけ
に限らせていただいております。納入
がまだお済みでない場合には、是非お
早めにお願い申し上げます。
◆納入金額
　終身会費　　　　　　 　20,000円
　毎年納入の場合　年会費　1,000円
◆納入方法
①郵便振替
　口座番号 00820−8−6367
　三重県立四日市高校同窓会
※専用の振込用紙がありますのでご連
絡下されば送付いたします。
②現金書留
　会館迄ご送金下さい。
《お問い合わせは同窓会館まで》
TEL・FAX　059-365-3631
Eメール　sikoukai@m2.cty-net.ne.jp
http://www.pcs.ne.jp/~shiko/

会費納入のお願い
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平
成
29
年
度
総
会
は
70
名
の
出
席

を
得
、
６
月
３
日（
土
）四
日
市
商
工

会
議
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

式
に
あ
た
り
、伊
藤
勘
作
会
長
よ
り
、

日
頃
の
同
窓
会
活
動
へ
の
協
力
の
お

礼
と
4
万
9
千
を
超
え
る
卒
業
生
の

力
を
結
集
し
て
の
今
後
の
運
営
協
力

へ
の
お
願
い
が
述
べ
ら
れ
、
次
に
丹

羽
教
頭
か
ら
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
成
果
・

進
学
実
績
の
報
告
と
今
後
も
同
窓
会

か
ら
の
支
援
を
期
待
す
る
旨
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
西
脇
副
会
長
の
司
会
の

下
、
田
中
常
任
理
事
を
議
長
に
議
事

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
青
山

副
会
長
か
ら
母
校
創
立
120
周
年
に
向

け
て
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
続
い
て
四
高

42
年
度
卒
業
で
あ
ら
れ
る
南
川
氏
に

よ
る
記
念
講
演
を
拝
聴
し
、
記
念
撮

影
・
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
と
進
行
い

た
し
ま
し
た
。

　

副
会
長
杉
本
氏
の
ご
紹
介
に
よ

り
、
元
環
境
事
務
次
官
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
南
川
秀
樹
氏
に
、「
環
境
保
全

に
か
か
る
世
界
と
日
本
の
動
き　

－

地
球
温
暖
化
、
自
然
保
護
、
廃
棄

物
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
２
０
１
１
・
３
・

11
以
降
の
動
き

－
」
と
題
し
た
講
演

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
為
的
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
温
暖
化
等
に
よ
り
実
際
に
起
き

て
い
る
自
然
破
壊
や
、
経
済
が
伸
び

れ
ば
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
増
え

続
け
る
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
対
し
、

３
・
11
以
降
、
我
々
の
意
識
に
も
変

化
が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
が
、
実

際
に
は
環
境
問
題
は
そ
う
簡
単
に
は

解
決
し
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
廃
棄
物
か
ら
メ
ダ
ル
を
と
い

う
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
の
意
識
改
革
に
一
役
か
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
ご
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

○
第
１
号
議
案

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告

○
第
２
号
議
案

　

平
成
28
年
度
収
支
決
算

○
第
３
号
議
案

　

平
成
29
年
度
事
業
計
画

○
第
４
号
議
案

　

平
成
29
年
度
予
算

　

以
上
に
お
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
29
年
度

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

記
念
講
演

南
川
秀
樹
氏
（
四
高
42
年
度
卒
）

「
環
境
保
全
に
か
か
る
世
界
と
日
本
の
動
き
」
平成29年６月３日
四日市商工会議所

記
念
講
演

議
　
　
事

四日市高校同窓会　平成28年度 収支決算書
（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

一般財団法人四高会　平成28年度 収支決算書
（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

〔収入の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

① 同 窓 会 収 入 7,746,800 7,844,000
入 会 金 全日制　1，800円×1，071人 1,927,800 1,944,000
同 窓 会 費 終身（20000） 284 5,680,000

10年（10000） 0
５年（5000） 0
２年（2000） 1 2,000
１年（1000） 137 137,000 5,819,000 5,900,000

② 雑 収 益 利子、その他 330,573 34,782
③ 前 期 繰 越 金 541,218 541,218

合　　　　計 8,618,591 8,420,000
〔支出の部〕 単位：円

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 運 営 費 1,437,958 1,500,000

給 与 給料、手当 1,174,000 1,200,000
事 務 印刷、事務用品等 129,479 150,000
通 信 電話、郵便、インターネット関連費など 134,479 150,000

② 会 議 費 183,590 330,000
総 会 会場費、懇親会費、案内状 130,379 200,000
理 事 会 会場費、会議費、案内状 46,731 100,000
常 任 理 事 会 会議費 6,480 30,000

③ 事 業 費 1,898,403 2,000,000
会 報 会報印刷及び発送費 893,403 1,000,000
クラブ活動助成金 激励金・語学研修補助 1,005,000 1,000,000

④ 四高会拠出金 （一財）四高会への寄付金 1,230,000 1,230,000
⑤ 積 立 金 3,300,000 3,300,000
⑥ 予 備 費 熊本地震寄付金 20,000 60,000

合　　　　計 8,069,951 8,420,000

科　　　目 摘　　　要 決算額 予算額
Ⅰ．収入の部
① 事　業　収　入 会館使用料 41,000 60,000
② 受取寄付金収入 同窓会より 1,230,000 1,230,000
③ 雑　　収　　入 受取利息等 2,379 719

合　　計 1,273,379 1,290,719
Ⅱ．支出の部
① 事業費・管理費支出 1,466,463 1,599,000
　　会議費支出 会議等 111,844 60,000
　　講演開催費支出 講演会 75,953 150,000
　　地元協力費支出 十四川の桜管理 50,000 50,000
　　消耗品費支出 コピー機、事務諸経費 163,071 200,000
　　光熱水料費支出 電気、水道、ガス 382,184 420,000
　　保険料支出 火災保険料 23,510 25,000
　　租税公課支出 県税、市税、固定資産税、源泉税等 458,085 430,000
　　清掃費支出 環境整備等 38,884 150,000
　　支払負担金支出 商工会議所 14,000 14,000
　　雑費支出 証明書発行、登記関連費用等 148,932 100,000
② 投資活動支出 1,000,000 1,000,000
　　修繕引当資産取得支出 会館修繕目的 1,000,000 1,000,000
② 予備費支出 0 10,000

合　　計 2,466,463 2,609,000
Ⅲ．当年度収支差額 △1,193,084 △1,318,281
Ⅳ．前年度繰越収支差額 1,618,281 1,618,281
Ⅴ．次年度繰越収支差額 425,197 300,000

次年度繰越収支差額 425,197

前年度末 700,000
今年度積立金 1,000,000
利子 0
今年度末 1,700,000

百五銀行富田駅前支店普通預金

修繕引当資産（百五銀行富田駅前支店定期預金）

単位：　円

単位：　円
百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：円
平成28年度収入 8,618,591
平成28年度支出 8,069,951
次年度繰越金 548,640
平成28年度卒業生 同窓会費預り金 6,022,000
今年度末 6,570,640

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：円
前　年　度　末 48,098,245
今年度積立金 3,300,000
利　　　　　子 6,346
今　年　度　末 51,404,591

単位：円

富中・四女・四高昭和34年度以前四高昭和35年度以降

講師　南川氏

総会参加の皆さん

会長あいさつ
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次
回
の
第
10
回
記
念
大
会
に
は
、

こ
れ
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
方
を
は
じ
め
、
女
子
ゴ
ル
フ
ァ

ー
の
皆
様
、
卒
業
年
次
の
比
較
的
新

し
い
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
皆
様
、
是
非
共

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数
ご
参
加
下

さ
い
ま
す
様
お
願
い
旁
々
ご
案
内
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（
四
高
24
年
度
卒
）、
女
子
Ｂ
Ｇ
賞
は

今
谷
香
さ
ん
（
四
高
47
年
度
卒
）
で

し
た
。

　

な
お
、
第
10
回
大
会
は
平
成
30
年

11
月
８
日（
木
）四
日
市
カ
ン
ツ
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
の
開
催
を
予
定
致
し
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
９
日（
木
）、
女
性

４
名
を
含
む
77
名
の
ご
参
加
に
よ
り

四
日
市
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
優
勝
並
び
に
Ｂ
Ｇ
賞
は

貝
沼
悟
さ
ん
（
四
高
46
年
度
卒
）、

女
子
の
部
優
勝
は
川
村
智
子
さ
ん

島
琴
乃
、
白
木
裕
太
、
杉
森
将
人
、

竹
下
馨
、
谷
穂
乃
佳
、
寺
本
悠
里
、

富
山
毅
、
永
井
敦
、
中
野
嘉
文
、
中

森
雄
大
、
苗
村
孝
貴
、
成
田
淳
志
、

西
村
智
貴
、
新
田
萌
、
福
田
紘
子
、

星
野
哲
宏
、
柵
木
裕
、
松
岡
昇
汰
、

萬
徳
圭
亮
、
村
瀨
菜
摘
、
森
彬
乃
、

八
島
藍
、
安
田
祐
香
、
山
本
樹
奈
、

渡
辺
栄
也
、生
貝
遥
香
、伊
藤
彩
乃
、

木
俣
莉
咲
、
近
藤
ち
な
つ
、
坂
井
和

夏
菜
、
佐
野
愛
理
、
椎
木
彩
絵
、
砂

田
怜
央
、藤
堂
圭
那
、中
濵
佑
希
乃
、

本
田
小
夏
、
水
谷
彩
、
水
谷
太
亮
、

吉
田
和
紗
、
吉
田
穂
乃
花
、
渡
邉
早

紀
、
青
池
学
斗
、
有
馬
優
花
、
稲
田

将
大
、
今
泉
梨
花
、
岩
花
正
宗
、
岡

田
健
作
、
垣
内
創
、
加
藤
伸
一
朗
、

川
田
桃
華
、
後
藤
万
由
子
、
近
藤
千

夏
、
出
口
絵
梨
佳
、
中
山
葵
、
奈
良

茉
央
子
、
南
部
光
亮
、
野
呂
和
主
、

伴
怜
奈
、
本
郷
圭
祐
、
枩
永
卓
也
、

水
谷
み
ら
い
、
込
山
ひ
ろ
み
、
井
村

正
史
、
伊
藤
重
和
、
森
智
、
稲
垣
雄

介
、
清
水
日
向
、
辻
昭
衛
、
奥
山
浩

介
、
西
脇
基
夫

○
３
年
会
費
（
３
千
円
）　
　

１
名

○
１
年
会
費
（
千
円
）　

１
１
５
名

（
平
成
30
年
１
月
現
在
）

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
本
章
裕
、李
青
海
、秋
元
悠
太
郎
、

石
井
奨
悟
、
伊
藤
彩
、
伊
藤
稜
悟
、

上
田
京
、
内
山
あ
や
、
榮
田
真
子
、

太
田
雄
大
、大
橋
康
希
、岡
田
昂
大
、

岡
田
律
輝
、
加
藤
里
音
、
鎌
田
拓
、

日
下
部
眞
帆
、
葛
巻
ひ
か
り
、
神
原

萌
佳
、
後
藤
み
な
み
、
近
藤
百
花
、

佐
藤
七
海
、澤
﨑
拓
海
、志
摩
英
彦
、

城
田
香
織
、杉
本
浩
樹
、竹
川
皓
基
、

田
中
陽
菜
、
野
呂
春
菜
、
長
谷
川
拓

海
、
濵
田
眞
里
亜
、
平
野
里
佳
、
古

川
栞
、
増
田
大
輝
、
巳
上
駿
矢
、
宮

﨑
雄
太
、
村
田
洋
人
、
森
田
祐
己
、

守
山
太
貴
、山
上
亜
美
、横
山
加
奈
、

吉
武
倫
太
郎
、
和
田
慎
太
郎
、
渡
邉

和
真
、
會
田
知
朗
、
阿
久
澤
愛
美
、

石
川
奈
穂
、石
原
勇
輝
、板
垣
朱
莉
、

稲
垣
大
雅
、井
上
瑠
梨
、岩
田
京
樹
、

位
田
大
輔
、内
田
将
隆
、江
口
紗
耶
、

岡
本
有
未
、加
藤
将
志
、北
野
陽
香
、

北
畠
果
林
、工
藤
理
子
、小
林
寛
弥
、

近
藤
大
河
、佐
藤
拓
海
、柴
田
舞
子
、

進
藤
早
尊
、鈴
木
美
紅
、田
中
博
之
、

栃
木
駿
哉
、
成
田
佳
乃
子
、
西
田
裕

偉
、
西
村
康
隆
、
丹
羽
優
騎
、
平
野

桂
人
、
平
松
俊
哉
、
前
田
菜
々
子
、

水
野
裕
貴
、宮
澤
周
平
、村
山
大
輔
、

森
純
花
、
森
暉
理
、
森
口
直
哉
、
森

田
章
仁
、
安
田
圭
佑
、
山
田
彰
生
、

伊
藤
あ
か
り
、
伊
藤
元
規
、
稲
塚
朱

音
、
稲
葉
貴
哉
、
井
上
慈
允
、
岩
田

大
雅
、
岡
森
一
樹
、
加
藤
紗
也
、
加

藤
佑
美
、川
村
真
輝
、久
保
田
祐
斗
、

河
内
仁
美
、佐
藤
俊
介
、佐
藤
佑
紀
、

住
田
茉
莉
亜
、
高
橋
昂
暉
、
髙
橋
巧

真
、
内
藤
大
輝
、
中
村
謙
吾
、
南
部

康
太
、
丹
賀
澤
志
歩
、
林
夢
乃
、
東

浦
成
哉
、日
紫
喜
悠
輔
、別
府
文
香
、

細
木
隆
豊
、
増
田
愛
美
、
松
田
純
、

水
谷
天
音
、水
谷
衣
美
、三
輪
海
大
、

池
田
彩
歩
人
、
池
田
知
優
、
石
井
誠

也
、
稲
垣
遥
大
、
稲
見
健
汰
、
宇
野

航
平
、
大
覀
康
介
、
大
西
佑
芽
、
岡

出
祐
汰
、
川
畑
雄
太
、
川
村
南
斗
、

栗
本
奈
月
、佐
藤
壮
汰
、澤
木
公
紀
、

○
終
身
会
費
（
２
万
円
）

安
部
一
歩
、飯
村
竜
一
、乾
谷
優
月
、

今
村
駿
介
、岩
瀬
泰
輔
、大
橋
南
月
、

加
藤
優
季
、北
川
栞
、北
川
実
佐
子
、

北
林
実
紗
、
栗
田
莉
奈
、
田
村
楓
、

辻
本
悠
太
朗
、
中
村
海
斗
、
濵
島
那

奈
子
、
濵
野
瑛
史
、
樋
口
史
華
、
平

山
貴
大
、
水
谷
駿
太
、
山
川
桃
果
、

山
﨑
里
菜
、山
下
樹
友
、赤
松
英
祐
、

石
橋
み
ん
と
、
今
村
美
月
、
岡
田
萌

花
、
國
冨
心
太
郎
、
小
林
真
大
、
近

藤
ま
い
、
坂
本
充
、
柴
田
淳
史
、
菅

谷
友
美
、
鈴
木
暖
人
、
鈴
木
雄
吾
、

外
松
海
斗
、
髙
木
梨
帆
、
舘
永
理
、

豊
田
智
星
、中
川
美
咲
、長
屋
知
佳
、

西
塚
晴
加
、
服
部
さ
く
ら
、
早
川
佳

佑
、
平
田
晃
洋
、
藤
枝
香
帆
、
本
田

彩
香
、
松
永
悠
佑
、
松
本
環
、
森
下

み
な
み
、
諸
岡
凜
、
山
北
紘
也
、
麻

生
理
華
、
石
垣
秀
斗
、
伊
藤
祐
輝
、

大
原
嘉
乃
、
久
保
田
さ
く
ら
、
小
林

大
輝
、
嶋
岡
昌
太
朗
、
清
水
美
優
、

髙
野
陽
平
、
寺
尾
優
里
、
冨
澤
し
お

り
、
長
嶋
文
、
中
村
友
也
、
中
室
理

沙
、
久
安
美
生
、
平
田
雄
大
、
平
野

亜
海
、
堀
内
江
美
、
宮
田
真
帆
、
村

上
惣
一
郎
、
吉
本
芙
優
菜
、
奥
野
晃

司
、
小
掠
由
樹
、
川
波
稜
雅
、
久
米

永
純
、
正
彩
乃
、
田
名
瀬
栞
里
、
富

山
紗
帆
、待
鳥
真
由
、村
田
真
実
子
、

赤
塚
駿
、
足
立
理
乃
、
荒
木
千
聖
、

井
口
夢
香
、
伊
藤
広
樹
、
岩
島
愛
、

梅
山
遼
太
、浦
部
悠
真
、江
本
仁
美
、

大
川
颯
太
、加
藤
雪
乃
、小
林
海
咲
、

佐
藤
颯
花
、
佐
藤
友
理
沙
、
鈴
木
理

恵
、
田
川
陽
菜
、
田
中
哲
平
、
種
村

真
帆
、永
山
裕
士
、庭
木
志
歩
、埜
々

考
平
、
長
谷
川
千
晶
、
平
塚
諒
大
、

前
田
香
穂
、前
田
悠
希
、松
永
菜
央
、

丸
山
佑
莉
香
、
森
菜
々
子
、
山
﨑
進

太
郎
、
山
田
竜
太
朗
、
山
中
拓
夢
、

平
成
29
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

　

Ｈ
29
年
６
月
、
四
高
44
年

度
卒
田
中
俊
行
様
よ
り
10
万

円
、
ま
た
、
Ｈ
30
年
１
月
、

四
高
62
年
度
卒
業
生
同
窓
会

様
よ
り
９
万
４
５
７
４
円
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
館
だ
よ
り

第
９
回
銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
さ
れ
る

四
高
同
窓
会

　

四
日
市
高
校
公
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

は
毎
年
１
月
に
総
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
本
年
は
甲
子
園
野
球
100
年
記

念
の
年
で
も
あ
る
。
本
校
の
セ
ン
バ

ツ
を
含
め
て
、
３
度
の
甲
子
園
出
場

監
督
を
努
め
た
故
・
水
谷
貞
雄
監
督

の
人
と
指
導
力
に
つ
い
て
、
岡
田
卓

也
Ｏ
Ｂ
会
名
誉
顧
問
よ
り
特
別
講
演

を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

水
谷
監
督
（
富
田
中
昭
和
16
年
度

卒
）
は
、
岡
田
名
誉
顧
問
（
昭
和
18

年
度
卒
）の
２
年
上
級
生
で
あ
っ
た
。

在
学
中
、
水
谷
監
督
は
投
手
、
岡
田

顧
問
は
捕
手
と
し
て
活
躍
。
水
谷
監

督
の
手
腕
、
戦
術
等
で
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
試
合
で
実
力

を
100
％
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

相
手
の
機
先
を
制
す
る
た
め
、
常
に

先
攻
で
試
合
に
挑
ん
だ
。
又
、
野
球

規
則
（
ル
ー
ル
）
の
徹
底
研
究
、
ル

ー
ル
内
で
起
こ
る
可
能
性
の
追
究
、

練
習
も
ボ
ー
ル
の
見
え
る
時
間
は
球

を
追
い
日
没
後
、
走
塁
練
習
等
時
間

の
有
効
利
用
な
ど
…
。
昭
和
30
年
の

甲
子
園
大
会
で
優
勝
に
導
か
れ
た
戦

術
は
、
企
業
経
営
に
も
通
じ
る
も
の

が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
企
業
経
営
は
公
私
の
区

別
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

失
敗
す
る
殆
ど
の
企
業
が
公
私
混
同

し
て
い
る
と
結
ば
れ
た
。

　

現
在
、
岡
田
名
誉
顧
問
は
東
南
ア

ジ
ア
等
で
植
樹
活
動
な
ど
、
ご
健
康

で
、
世
界
中
を
羽
ば
た
い
て
み
え
ま

す
。
岡
田
名
誉
顧
問
自
ら
水
谷
監
督

と
共
に
高
校
野
球
を
経
験
さ
れ
、
人

間
形
成
、
企
業
運
営
に
至
る
ま
で
、

迫
力
あ
る
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
Ｏ

Ｂ
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
本
校
野
球

部
の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

岡
田
卓
也
氏
（
富
中
40
回
卒
）

　
演
題『
四
高
野
球
の
歴
史
』を
拝
聴

伊
藤
正
継
（
四
高
30
年
度
卒
）

お
悼
み

　

江
川
さ
ま
は
、
北
女
の
方
々
の

代
表
と
し
て
副
会
長
・
顧
問
を
歴

任
く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
は
後
輩
の

私
た
ち
に
様
々
な
こ
と
を
伝
え
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
北
女
19
回
卒
）

江
川
澄
子 

さ
ま

平
成
29
年
３
月
ご
逝
去

パーティー会場

男女優勝者

会長あいさつ

ＯＢ会総会出席者一同　岡田名誉顧問（前列中央）
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私
も
今
年
で
78
に
な
り
ま
し
た
。

入
学
し
た
頃
は
、
桑
名
か
ら
通
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
鈴
鹿
市
に
住
ん

で
居
り
ま
す
。
一
人
ぐ
ら
し
を
始
め

て
10
年
。
昨
年
は
、
同
窓
会
で
二
見

ヶ
浦
の
方
へ
行
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
、
最
後
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
楽

し
い
思
い
出
と
し
て
私
の
心
に
の
こ

っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
裏
に
あ
る
少
し
ば
か
り
の
畑

で
野
菜
や
花
な
ど
、
そ
だ
て
て
い
ま

す
。
鈴
鹿
は
、
国
分
寺
や
古
墳
が
、

あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
に
、
多
く
あ
り
ま

す
。
歴
史
の
好
き
な
私
は
、
そ
れ
ら

を
見
て
回
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

　

か
さ
ど
と
言
う
地
名
は
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
が
、
か
さ
と
、
つ

え
を
、
忘
れ
て
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

か
さ
ど
と
言
う
の
だ
そ
う
で
す
。

　

能
登
神
社
に
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

が
、
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
、
白
い
鳥
に
な

っ
て
、
か
さ
と
、
つ
え
を
、
と
り
に

来
た
と
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
た
あ
た
た
か
く
な
っ

た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
、
行

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
く
れ
、
体
調
を
く
ず
し
て
居

り
、
あ
た
た
か
く
な
れ
ば
良
く
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
年
に
な
る
と
、
今
が
一
番

良
い
時
と
思
っ
て
く
ら
し
て
行
か
な

け
れ
ば
…
一
つ
一
つ
、
出
来
な
い
事

が
ふ
え
て
行
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
は
た
だ
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
様
に
と
、
願
っ
て
く
ら
し
て
い
ま

す
。
出
来
れ
ば
、
ま
た
、
皆
ん
な
と

会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

し
く
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。

　

初
版
は
卒
業
し
て
か
ら
55
年
に
な

る
平
成
９
年
５
月
（
２
０
０
７
）
で

し
た
。
故
郷
を
離
れ
て
久
し
く
音
信

の
絶
え
て
い
た
友
と
語
り
合
え
る
こ

と
が
で
き
て
大
き
な
反
応
が
あ
り
ま

し
た
。
春
と
秋
の
年
２
回
、
５
年
間

に
わ
た
っ
て
書
い
た
作
文
集
で
す
。

私
た
ち
が
伊
勢
（
三
重
）
の
出
身
で

あ
る
こ
と
か
ら
伊
勢
物
語
の「
都
鳥
」

を
連
想
し
て
題
名
と
し
て
い
ま
す
。

初
版
は
「
名
に
し
負
は
ば
い
ざ
こ
と

と
は
む
都
鳥
わ
が
思
う
人
は
あ
り
や

な
し
や
と
」
で
始
ま
り
、「
つ
い
に

ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
き

の
う
き
ょ
う
と
は
思
は
ざ
り
し
を
」

の
最
終
版
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

　

私
達
の
富
中
三
八
会
を
昨
年
５
月

に
館
君
宅
で
開
き
、６
名
が
参
加
し
、

大
変
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
94
歳
を
超
え
会
員
も
10
名

近
く
に
な
り
互
い
に
体
力
も
衰
え
て

き
ま
し
た
の
で
、
以
後
の
会
合
を
残

念
乍
ら
取
り
止
め
る
事
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

館
君
は
じ
め
代
々
の
幹
事
諸
兄
に

改
め
て
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

一
昨
年
迄
は
年
に
３
回
の
会
合

や
、
そ
の
折
々
の
近
況
や
意
見
な
ど

を
欠
席
者
を
含
め
全
員
に
配
布
す
る

等
と
色
々
と
旧
交
を
温
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
致
し

ま
す
。

　

思
え
ば
卒
業
以
来
既
に
76
年
、

色
々
変
化
の
多
い
時
代
で
し
た
。
物

の
無
い
時
代
、
軍
事
教
育
の
時
代
、

戦
争
の
時
代
等
数
々
の
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

大
東
亜
戦
争
で
は
７
名
の
特
攻
散

華
を
含
め
22
名
の
同
級
生
が
戦
没
し

て
い
ま
す
。

　

又
、
戦
後
の
復
旧
に
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
、
復
興
の
中
心
と
な
り
、
全

力
を
注
い
で
頑
張
り
続
け
ま
し
た
。

　

今
の
日
本
は
、
平
和
で
自
由
で
物

に
恵
ま
れ
た
良
い
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
色
々
な
体
験
を
し
た
だ
け
に
人

一
倍
感
謝
の
心
を
抱
き
ま
す
。

　

私
も
教
育
者
と
し
て
頑
張
り
続
け

ま
し
た
が
、
今
の
人
々
は
古
い
時
代

を
知
ら
ぬ
だ
け
に
、
今
の
時
代
の
す

ば
ら
し
さ
を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

る
様
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

又
、
世
界
に
は
大
変
貧
し
い
人
々

や
戦
火
に
苦
し
ん
で
い
る
国
も
あ
り

ま
す
。

　

ど
う
か
広
い
分
野
に
目
を
注
ぎ
、

物
よ
り
心
を
大
切
に
し
、
い
つ
も
感

謝
の
心
を
持
っ
て
、
幸
せ
な
日
々
を

送
る
よ
う
強
く
望
み
ま
す
。

然
観
察
の
集
ま
り
」
に
も
家
内
と

時
々
参
加
し
て
い
ま
す
。
又
、
お
花

の
観
賞
や
お
花
つ
く
り
も
し
て
お
り

ま
す
が
「
ア
カ
シ
ヤ
」「
紫
陽
花
」

の
花
も
大
好
き
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

家
内
と
一
緒
に「
ピ
ア
ノ
で
歌
お
う
」

の
集
い
に
月
４
回
程
度
参
加
し
て
お

り
ま
す
が
、
大
き
な
声
で
歌
う
こ
と

は
気
分
爽
快
に
な
り
、
健
康
維
持
に

大
変
役
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
自
然
に
触
れ
合
い
乍
ら
、
家
族

や
仲
間
や
故
郷
の
友
の
絆
を
大
切
に

し
そ
れ
等
の
お
蔭
で
、
毎
日
が
楽
し

く
元
気
に
暮
ら
せ
る
の
が
、
私
に
と

っ
て
、
健
康
の
秘
訣
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
９
月
開
催
の
「
関
西
在
住
の

四
高
会
」
で
は
私
も
含
め
て
３
人
の

長
寿
の
方
と
精
一
杯
に
声
を
張
り
上

げ
「
富
中
校
歌
」
を
歌
い
ま
し
た
。

幹
事
の
方
の
大
変
な
ご
好
意
だ
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

た
。
そ
う
い
っ
た
事
柄
を
更
に
進
め

る
た
め
に
組
織
的
に
も
、
モ
ー
ル
ド

部
新
設
、
技
術
管
理
部
の
組
織
変
更

等
も
決
断
さ
れ
「
夫
々
の
力
」
を
発

揮
す
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
来
ま
し

た
。

　

新
段
階
へ
体
制
整
備
が
進
む
う
ち

に
小
生
も
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
年
間
モ
ー

ル
ド
製
作
そ
の
も
の
を
担
当
す
る
メ

ー
カ
ー
に
派
遣
さ
れ
、
製
作
方
法
改

善
に
も
注
力
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
私
は
毎
日
30
分
程
度
の
散

歩
を
し
て
お
り
ま
す
。
食
事
は
し
っ

か
り
摂
り
お
米
を
食
べ
る
様
に
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
田
舎
育
ち
の
私
に

と
っ
て
自
然
が
大
好
き
で
す
。
娘
が

主
催
し
て
い
る
滋
賀
県
甲
賀
市
方
面

を
中
心
に
山
里
保
全
を
考
え
る
「
自

　

先
ず
は
、
本
紙
面
に
ご
指
名
を
頂

き
皆
様
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
、

心
よ
り
嬉
し
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
終
戦
直
後
、
色
々
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
福
井
工
専
を
卒
業
し

ま
し
た
が
、
戦
災
の
た
め
十
分
な
実

知
識
を
更
に
求
め
る
べ
く
、京
大（
精

密
機
械
工
学
）、
又
、
名
古
屋
工
業

大
学
（
紡
織
工
学
）
で
学
び
昭
和
26

年
１
月
に
今
の
会
社
へ
入
社
し
ま
し

た
。
以
後
、
タ
イ
ヤ
技
術
部
員
と
し

て
技
術
を
磨
き
、
そ
の
製
品
設
計
・

金
型
設
計
を
担
当
し
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
て
来
ま
し
た
。

　

先
進
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
動
向
に

も
対
応
す
べ
き
力
を
究
明
す
べ
く
、

全
力
を
傾
注
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

外
国
へ
出
張
す
る
機
会
も
増
え
、
冷

静
な
判
断
力
が
重
要
に
な
り
ま
し

子
化
さ
れ
た
文
章
を
読
む
こ
と
が
で

き
る
人
は
少
数
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
数
十
年
後
に
四
高
の

後
輩
と
な
っ
た
ひ
孫
や
ひ
こ
孫
が
見

つ
け
て
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
作
文
が

載
っ
て
い
る
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

作
文
が
載
っ
て
い
る
」
と
読
ん
で
く

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
あ
る
い
は

数
十
年
後
、
百
年
後
に
「
都
鳥
」
を

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
読
者
の
皆
さ
ん

が
文
章
か
ら
時
代
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
す
る
と
著

　

こ
の
度
、「
都
鳥
」
を
四
日
市
高

校
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
誠
に

光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

「
都
鳥
」
は
昭
和
27
年
３
月
に
三

重
県
立
四
日
市
高
校
を
卒
業
し
た
仲

間
で
つ
く
る
エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。
同

好
の
志
が
集
ま
り
平
成
９
年
に
思
う

ま
ま
に
始
め
ま
し
た
。
次
第
に
輪
が

広
が
り
読
者
を
含
め
て
１
０
０
名
の

同
期
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
世
代
は
と
も
す
る
と
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
に
疎
い
世
代
で
す
か
ら
電

富
中
三
八
会
解
散
に
当
た
っ
て

雑
感
今
昔

都
鳥
に
つ
い
て

徒
然
な
る
ま
ま
に

橋
　
本
　
憲
　
三

（
富
中
38
回
卒
）

眞
　
弓
　
威
　
光

（
富
中
42
回
卒
）

西
　
脇
　
基
　
夫

（
四
高
26
年
度
卒
）

伊
　
藤
　
早
　
女

（
四
高
通
信
制
卒
）
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挨
拶
も
な
い
非
礼
な
男
の
こ
と
な

ど
、
み
ん
な
忘
れ
て
い
る
は
ず
だ

っ
た
。
だ
か
ら
、
嬉
し
い
命
令
だ

っ
た
。

　

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
考
え
る
。

鉄
砲
玉
が
ブ
ー
メ
ラ
ン
と
化
し

て
、
果
た
し
て
意
味
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
わ
ず
か
な
可
能
性
を
指

摘
す
る
と
す
れ
ば
、「
役
立
た

ず
！
」
と
罵
ら
れ
て
打
ち
捨
て
ら

れ
る
ま
で
、
現
役
を
退
く
つ
も
り

が
な
い
こ
と
。

　

老
い
つ
つ
あ
る
ポ
ン
コ
ツ
卒
業

生
が
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
、
神
妙
に
懸
命
に
考
え
た

い
。

同
窓
会
の
連
絡
も
葉
書
で
す
る
の

は
大
変
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡

す
れ
ば
友
が
友
に
声
を
掛
け
て
く

れ
る
の
で
全
員
に
連
絡
す
る
の
は

不
可
能
で
す
が
大
勢
の
人
に
声
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昭
和

56
年
度
卒
の
同
級
生
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
は
現
在
75

名
。
Ｆ
Ｂ
や
メ
ー
ル
、
携
帯
電
話

な
ら
繋
が
る
人
も
増
え
ま
し
た
。

あ
れ
や
こ
れ
や
で
現
在
の
同
級
生

の
状
況
等
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

の
も
楽
し
み
で
す
。

　

将
来
は
、
何
処
に
い
て
も
同
級

生
と
繋
が
っ
て
い
ら
れ
る
事
が
精

神
的
に
安
心
感
や
元
気
を
も
ら

え
、
更
に
は
同
級
生
や
同
窓
会
の

先
輩
、
後
輩
の
方
々
と
の
新
た
な

友
人
関
係
が
未
知
の
可
能
性
や
楽

し
み
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
く
れ

る
予
感
が
し
ま
す
。

最
高
な
所
で
す
。
高
校
時
代
の
懐

か
し
い
出
来
事
だ
け
で
な
く
、
そ

の
時
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
事
や

知
ら
な
か
っ
た
事
件
や
出
来
事
を

耳
に
し
て
驚
き
、
笑
い
が
止
ま
ら

な
い
の
が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な

い
。
高
校
時
代
と
は
違
う
今
の
自

分
達
の
新
た
な
出
会
い
が
高
校
時

代
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
楽
し

さ
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
の
が
最

高
な
の
で
す
。

　

現
代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
お
蔭
で
海
外

や
遠
方
の
友
人
と
も
す
ぐ
に
連
絡

が
と
れ
る
様
に
な
っ
た
事
も
今
の

友
人
関
係
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

い
っ
て
も
絶
滅
危
惧
種
的
な
存
在

だ
っ
た
こ
と
が
、
何
度
か
遭
遇
し

た
土
俵
際
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
踏

ん
張
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
っ
た
気
が
す
る
。

　

あ
の
日
か
ら
お
よ
そ
40
年
。
大

海
の
な
か
で
う
ご
め
く
、
わ
ず
か

な
影
を
見
失
わ
ず
に
発
見
し
て
く

れ
た
級
友
か
ら
「
野
島
君
、
同
窓

会
に
必
ず
来
て
ね
！
」。

　

飛
び
出
し
て
い
っ
た
ま
ま
何
の

争
も
想
像
以
上
に
き
び
し
か
っ
た
。

時
た
ま
三
重
県
出
身
者
に
出
会
う

こ
と
は
あ
っ
た
が
、
四
高
の
先
輩

や
後
輩
は
身
近
に
は
い
な
か
っ
た
。

　

う
ま
く
言
え
な
い
け
れ
ど
、
記

憶
は
風
化
し
て
、
な
ぜ
か
な
お
強

く
な
る
。
18
歳
ま
で
過
ご
し
た
四

日
市
の
こ
と
を
、
実
は
片
時
も
忘

れ
た
こ
と
は
な
い
。
同
郷
や
同
窓

の
仲
間
を
持
つ
ヒ
ト
が
、
今
で
も

と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
。
ど
こ
に

　

18
歳
。
大
学
に
は
落
ち
た
け
れ

ど
、
僕
は
失
意
の
ま
ま
東
京
に
出

た
。
何
だ
か
色
々
な
こ
と
に
巻
き

こ
ま
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
四
日
市
に

は
帰
ら
な
か
っ
た
。
お
金
も
な
か

っ
た
。

　

父
親
は
転
勤
族
だ
っ
た
。
や
が

て
、
帰
る
べ
き
家
（
社
宅
）
も
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

紆
余
曲
折
を
経
て
、
や
む
を
得

ず
進
ん
だ
道
は
狭
小
で
、
生
存
競

み
ん
な
忘
れ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た

野
　
島
　
博
　
之

（
四
高
51
年
度
卒
）

　

「
誰
だ
っ
け
？
」
四
高
卒
業
か

ら
三
十
数
年
が
経
ち
卒
業
ア
ル
バ

ム
を
見
て
も
分
か
ら
な
い
人
も
い

れ
ば
、「
全
然
変
わ
っ
て
な
い

ね
！
」
と
す
ぐ
分
か
る
人
も
い
る

中
の
同
窓
会
。
三
十
数
年
の
時
の

流
れ
は
長
く
、
見
た
目
は
確
か
に

変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
け
れ
ど
あ
の
時

の
同
級
生
達
が
確
か
に
其
処
に
い

る
。
話
を
し
出
せ
ば
す
ぐ
に
学
生

時
代
に
戻
れ
る
の
が
同
窓
会
の
い

い
所
。
い
え
、
い
え
、
高
校
時
代

に
は
話
を
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た

人
と
仲
良
く
な
り
掛
替
え
の
な
い

友
人
に
今
な
れ
る
の
が
同
窓
会
の

同
窓
会
最
高
！

高
校
か
ら
現
在
ま
で
を

振
り
返
っ
て

天
　
春
　
千
賀
子

（
四
高
56
年
度
卒
）

中
　
野
　
真
紀
子

（
四
高
Ｈ
24
年
度
卒
）

人
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
受
験
勉
強
や
試
験

期
間
は
、
同
級
生
と
励
ま
し
合
い

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
進
路
に
関
す
る
真
面
目
な
話

を
し
た
り
、
修
学
旅
行
で
目
一
杯

楽
し
ん
だ
り
と
毎
日
学
校
へ
行
く

こ
と
が
楽
し
み
で
し
た
。
高
校
卒

業
後
も
変
わ
ら
ぬ
関
係
を
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
担
任
の
先
生
に
は

進
路
や
勉
強
方
法
に
関
す
る
相
談

に
た
く
さ
ん
乗
っ
て
頂
き
ま
し

た
。部
活
動
の
顧
問
の
先
生
に
は
、

練
習
す
る
環
境
を
整
え
て
頂
い
た

お
か
げ
で
、
県
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
大
学
で
、
分
子
細
胞
生

物
学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
生
体

内
で
起
こ
る
様
々
な
現
象
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
日
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
昨
年
6
月
に
は
四

日
市
高
校
に
て
教
育
実
習
を
行

い
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
卒
業
後
は
専
攻
と

は
異
な
る
分
野
の
職
に
就
く
予
定

で
す
が
、
大
学
4
年
間
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
周
り
の

人
た
ち
に
恩
返
し
す
る
た
め
に
一

生
懸
命
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

四
日
市
高
校
は
文
武
両
道
の
伝

統
が
あ
り
、
私
自
身
も
部
活
動
と

勉
学
の
両
立
を
目
標
に
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
部
活
動
で
は

県
大
会
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
、
3
年
生
で
引
退
す
る
ま
で
チ

ー
ム
メ
イ
ト
と
共
に
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
部

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
体
育
祭
や

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
四
高
祭
な
ど
の

各
行
事
に
全
力
で
取
り
組
み
、
ク

ラ
ス
で
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
高
校
生
活
を
通
し
て
、授業風景
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第
２
回
の
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
の
委
員
会
で
は
、ま
ず「
三

重
県
立
四
日
市
高
等
学
校　

創
立
百

周
年
記
念
事
業　

資
金
管
理
委
員
会

　

規
約
」（
平
成
21
年
3
月
31
日
改

正
施
行
）
を
確
認
し
、
そ
の
規
約
に

則
り
、
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
三

者
の
合
意
の
も
と
で
、
資
金
管
理
委

員
会
が
管
理
す
る
「
創
立
百
周
年
記

念
事
業
資
金
」
の
中
か
ら
今
回
の
120

周
年
記
念
事
業
費
を
支
出
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
更
に
事
業
の
具

体
的
な
内
容
と
し
て
、
①
記
念
式
典

を
平
成
31
年
10
月
（
12
日
又
は
19
日

の
土
曜
日
が
候
補
日
）
に
四
日
市
市

文
化
会
館
（
予
定
）
で
実
施
す
る
。

②
式
典
後
に
記
念
講
演
を
同
窓
生
で

あ
る
藤
田
正
勝
京
都
大
学
特
定
教
授

（
昭
和
43
年
卒
）
を
講
師
に
迎
え
て

開
催
す
る
。
③
創
立
110
周
年
記
念
誌

以
降
の
10
年
間
分
の
出
来
事
を
中
心

と
し
て
、
120
周
年
記
念
誌
を
発
行
す

る
。
④
「
映
像
で
振
り
返
る
120
年
」

（
仮
）の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
、
記
念
品

と
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
決
定
確
認

し
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
入
っ
て
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
実
行
委
員
会
を
継
続
開
催

し
、
ま
た
四
日
市
高
校
内
で
も
校
内

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
体
制
を
整

え
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
準
備
を
進

め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後

も
同
窓
会
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

四
日
市
高
等
学
校
は
平
成
31
年
度

に
創
立
120
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成

21
年
に
創
立
110
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
し
て
お
り
、
10
年
後
の
今
回
も
周

年
記
念
行
事
を
行
お
う
と
い
う
話
し

が
持
ち
上
が
り
、
平
成
29
年
度
に
な

っ
て
か
ら
そ
の
準
備
が
動
き
始
め
ま

し
た
。

　

周
年
記
念
事
業
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
の

３
者
の
了
解
と
協
力
が
不
可
欠
と
い

う
こ
と
で
、
実
行
委
員
会
の
委
員
に

３
者
か
ら
代
表
が
入
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
、
ま
ず
「
第
1
回
創
立
120

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
７

月
４
日（
火
）の
午
前
10
時
よ
り
四
日

市
高
校
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
会
議
で
は
、
実
行
委
員
会
の
組

織
体
制
が
決
定
さ
れ
、
会
長
に
伊
藤

勘
作
同
窓
会
長
、
副
会
長
に
西
脇
壽

郎
同
窓
会
副
会
長
と
辻
和
則
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
と
和
田
欣
子
校
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
委
員
と
し
て
は
、
青

山
晶
同
窓
会
副
会
長
、
大
森
智
之
同

窓
会
会
計
、
若
菜
淳
二
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会

長
、
内
山
義
隆
Ｐ
Ｔ
Ａ
書
記
、
丹
羽

徹
教
頭
、
中
村
靖
彦
事
務
長
が
専
任

さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
そ
の
他
記

念
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
110
周

年
記
念
行
事
の
反
省
も
踏
ま
え
て
討

議
が
な
さ
れ
、
次
回
開
催
ま
で
の
課

題
等
を
整
理
し
、
11
月
11
日（
土
）に

　昨年、昭和41年度卒四日市高等学校同窓会を開催いたしました。
きっかけは、長くリウマチの重病で、家から外出できなかった県外在
住の同窓生の言葉でした。「四高の学年別の同窓会が久しく開かれて
いない。50年前の同期の皆様にお会いしたい。」
　学年別幹事５名は、いたく反省しました。同窓会総会に交互に誘い
合わせて出席する以外、なんの貢献もしていなかったからです。その
後、奮起しました。
　高校３年時の秋に催された映画会で上映されたのは「舞踏会の手帳」
と「名もなく貧しく美しく」でした。あふれ出る涙のままで、力を尽
くして上映してくれた先生にお礼を申し上げた所、「将来コモ湖で同
窓会をやってね」と励ましてくれました。
　授業の思い出を述べますと、夏休み明けに「諸君は夏休みにどんな
本を読みましたか？ 僕は『カラマーゾフの兄弟』を読み返したよ。
相変わらず難解だったが、書くことよりは楽だよ」と語った物理のＯ
先生。京大型カードに『中央アジア探検記　著：へディン」と書いて
渡してくれた桝井幹生先生。「君は茫洋としているから、京大文学部
東洋史学科へ進め」との進学の勧めでした。
　一方、「ベビーブームで産まれた俺たちは、中学受験・高校受験で、

ここまできたが、やっと四高に入ったら大学受験の模擬試験ばかり。
それが済んだら、就職試験さ。あげくの果ては、老人が多すぎて養老
院も試験地獄か？」と喝破して異彩を放っていた同窓生の姿が甦って
きます。
　思想の運命あるいは思想の寿命ということも考えさせられるのが、
ベビー・ブーマーの特徴かもしれません。
　実在主義、サルトルはどこへ消えてしまったのかな？ ベトナムへ
行った事もない若者達のベトナム戦争反対運動は何だったのか？ 煽
った教授達も行ったことがなかったというお粗末な体たらくでした
が、「運動」のさ中にいると、気がつかぬものでした。
　大学生があれほど熱中して、貪り読んだ高橋和巳も、「古傷に触れ
るな」の如き扱いをされています。かつて、山岡荘八の「徳川家康」
が空前のブームを起こしましたが、今や打ち捨てられて久しいのはご
承知の通りです。司馬遼太郎も同じ運命を辿ることでしょう。
　青春は、待たずに、いきなりやってきて、胸をしめつけ、わびしく、
苦しく、さわがしく、気が付けば、もう一気に過ぎ去っていて。
　大いに盛り上がった昭和41年度卒四高同窓会は来年ハワイで、再
来年はコモ湖で開くことが決まっています。

編
集
後
記

120周年に
向けて

　

通
信
制
課
程
が
閉
講
し
ま

し
て
早
く
も
10
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
閉
講
に

伴
い
色
々
な
行
事
の
中
、
記

念
誌
の
発
行
を
在
職
中
の
先

生
、
退
職
さ
れ
た
先
生
、
在

校
生
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
卒
業

生
始
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

方
か
ら
多
く
の
投
稿
を
い
た

だ
き
、
通
信
課
程
の
歴
史
と

共
に
、
１
冊
の
記
念
誌
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
関
係
者
各
位
様
方

に
は
配
布
い
た
し
ま
し
た

が
、
貴
重
な
記
念
誌
を
ま
だ

在
庫
し
て
お
り
、
10
年
を
迎

え
再
度
配
布
を
希
望
さ
れ
る

方
を
募
り
ま
す
。

　

何
時
ま
で
も
倉
庫
の
埃
の

中
で
埋
も
れ
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
考
え
、
今
回
大
切
な

紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
連

絡
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
連
絡
の
程
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

四
日
市
高
校
同
窓
会

　
　

通
信
代
表

名
越　

一
大

　
　

連
絡
先
：

　
　
　

〒
519

－

0102

　
　
　
　

亀
山
市
和
田
町
37

　
　

☎
０
９
０（
６
５
７
０
）

５
０
４
７

通信制卒業の
皆さん方へ

お知らせ

　

考
え
て
み
る
と
五
輪
は
４
年

毎
、
遷
宮
は
20
年
毎
。
常と
こ

若わ
か

に

向
け
る
周
年
の
意
義
を
母
校
の

歴
史
と
重
ね
、
伝
統
か
ら
生
ま

れ
る
新
た
な
息
吹
を
感
じ
つ

つ
、や
っ
と
校
了
を
迎
え
ま
す
。

（
小
林
）

リレー随想 〈第21回〉

五十年後の「舞踏会の手帳」
小 林 千 三 （四高41年度卒）
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　私は去年、新体操競技で全国高等学校
総合体育大会（南東北総体2017インタ
ーハイ）に出場しました。私は５歳から
新体操を始め12年間ずっと続けていま
す。ジュニアと呼ばれる小４から中３ま
での時代では全国大会で種目別２位、個
人総合３位と成績を残してきました。し
かし高校生になった途端、環境の大幅な
変化からか、思うように結果が残せず、
高１のときに出場した全国高校選抜大会
では個人総合８位、東海大会ですら優勝
できずにいました。「勝ち方を忘れた」、
「もう勝てない」、という気持ちにもなり
ました。しかし、インターハイ出場が決
まって、もう一度、練習メニューを見直
し、メンタルトレーニングも取り入れ、
「絶対に負けない、負けるはずがない」
というほど練習しました。もう倒れるほ

ど演技の練習、練習後ふくらはぎが痛すぎて歩けないほどのタンブリング練習、数
え切れないほどの投げ技練習。この練習内容は負けに負け続けてきた自分だからで
きた執念による練習だと思っています。
　そして迎えたインターハイ。結果は個人総合準優勝でした。最終種目をノーミス
で終えた時はこれ以上にない達成感と「勝つ」ということを思い出しました。私は
やっと全国の表彰台に戻ってくることができました。これは努力のおかげ．．．いや
違います。これはずっと私を支えてくれた両親のおかげです。感謝しきれません。
本当に有難う。
　私は今年３月全国高校選抜大会に出場します。この大会が引退試合となるので、
しっかり通しきり、新体操を楽しみ、「感謝の演技」ができるよう頑張ります。

　私は、四日市高校で、熱心に指導して下さった先生方や、共
に学ぶ仲間と過ごせたことを本当に嬉しく思います。私の充実
した毎日は、たくさんの仲間のおかげで成り立っていました。
  私にとって高校での勉強はとても難しく、ついていくことが
やっとのときもありました。そんな時も助けてくれたのは仲間
でした。分からない問題があるときは丁寧に教えてくれ、とき
には私にも頼ってくれました。そういった繋がりこそが支えで
あり、励ましになりました。
　私は柔道部に所属していました。部活動から学んだものは競
技の技術だけではありませんでした。コミュニケーションをと
ることの大切さ、仲間が出してくれる意見のありがたさも、と
ても感じました。柔道は個人競技ですが、一人では練習は出来
ません。切磋琢磨し練習をしてくれる仲間がいたことで、強く
なることができたのです。チームとして勝利したときの嬉しさ
は忘れられません。
　四日市高校の校章である「八稜星」は希望に輝く若人の多方
面に発展しようとする情熱をかたどっています。まさにそのよ
うな情熱をもった仲間と過ごせた日々は私にとって本当にかけ
がえのないものです。
　ＳＧＨの活動では様々な分野でご活躍されている方の講演を
聞かせていただきました。日常触れ合うことのない世界のお話
は、私たちの考えを深く豊かなものにしてくれ、将来を考える
材料を与えてくれました。
　高校生活で得た多くのことを活かして、次のステージではさ
らに成長したいと思います。

インターハイに出場して

躍
進
す
る
四
高
生 

～
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
報
告
～

仲間の大切さ
体操部　大　野　哲　平

教
頭
　
廣
　
島
　
　
　
朗
　

卒業生代表　　　　　　　　

川　島　聡　太

学 園 だ よ り

　

本
校
で
は
、
将
来
、
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
め
ざ

す
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
」
事
業
の
指
定
を
う
け
て
四
年

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
社
会
課

題
に
対
す
る
関
心
と
深
い
教
養
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
解
決
力
等
の
国
際

的
素
養
を
身
に
付
け
る
た
め
、グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
資
す
る
様
々
な
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
の
主
な
活

動
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

　

卒
業
生
で
あ
る
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁

の
田
村
真
善
さ
ん
（
４
月
）
や
ア
カ
デ
ミ
ー

科
学
技
術
賞
を
受
賞
さ
れ
たFoundry

シ
ニ

ア
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
中
垣
清
介

さ
ん
（
５
月
）
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ　

Ｓ

Ｓ
Ａ
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
松
浦
真
弓
さ
ん
（
６
月
）、
セ
ル
ビ
ア

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
の
山
崎
佳
代
子
さ
ん

（
11
月
）
の
講
演
や
、
各
個
人
が
設
定
し
た

テ
ー
マ
に
関
す
る
課
題
研
究
論
文
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
イ
ン
ド

を
育
成
し
て
い
ま
す
。
課
題
研
究
を
さ
ら
に

探
究
す
る
意
識
の
高
い
生
徒
（
1
年
69
名
、

2
年
44
名
）
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

学
」
を
履
修
し
、
各
分
野
で
専
門
的
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
大
学
教
員
や
企
業
人
等
か
ら
指

導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
12

名
）、
中
国
天
津
（
12
名
）
へ
の
海
外
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、
他
県
Ｓ
Ｇ
Ｈ
校
の
高
校

生
と
の
学
習
交
流
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向

上
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
新
た
に
四
日
市
商
工
会
議
所
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
見

学
研
修
会
」
と
し
て
、
1
年
生
26
名
が
8
月

に
Ｊ
Ｓ
Ｒ
株
式
会
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
工
場
見
学
や
研
究
所
員
さ
ん
と
の
懇

談
会
に
よ
り
海
外
勤
務
の
経
験
や
企
業
研
究

活
動
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の

進
路
選
択
や
今
後
の
学
習
意
欲
向
上
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

語
学
力
、
英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
と
し
て
、
外
国

人
講
師
に
よ
る
英
語
講
演
会
（
10
月
）
や
、

放
課
後
希
望
者
に
課
題
研
究
テ
ー
マ
に
関
す

る
内
容
に
つ
い
て
英
語
で
討
論
を
行
う
「
白

熱
英
語
講
座
」
を
８
回
実
施
し
、
英
語
で
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
で
考
え
る
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ

ン
グ
」
を
合
言
葉
に
、
５
日
間
ア
メ
リ
カ
の

優
秀
な
大
学
生
と
英
語
だ
け
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
ク
を
行
う「
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。
特
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
の
指
定
を

契
機
に
は
じ
め
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
外
語

学
研
修
で
は
、
募
集
定
員
を
上
回
る
多
く
の

希
望
が
あ
り
、
選
考
に
よ
り
２
学
年
30
名
の

生
徒
が
10
日
間
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
あ
る

グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
で
授
業
や
大
学
生
と
の
交

流
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、
ネ
ラ
ン
グ
高
校

を
訪
問
し
て
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
り
と
充

実
し
た
内
容
で
し
た
。こ
の
研
修
に
関
わ
り
、

同
窓
会
か
ら
当
研
修
参
加
の
生
徒
へ
の
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

オーストラリア海外語学研修にて



（8）四日市高校　同窓会報 第75号2018年（平成30年）３月１日

四高41年度卒卒後50年記念学年同窓会 H29.9.17 於：四日市都ホテル 四高40年度卒（41年３月卒）古希同窓会 H29.11.5 於：四日市都ホテル

四高56年度卒同窓会　H29.7.22 於：LANAI
四高62年度卒30周年同窓会
H30.1.2　於：四日市都ホテル 北海道富中・四高会 H29.6.30 於：札幌すすきの川甚本店

四日市高校30会 秋の集い（最終回）　H29.10.21　於：四日市都ホテル 第７回関東四高会　H29.12.2　於：創家

森下杯（四高卓球部OB会卓球大会）
H29.4.16 於：あさけプラザ体育館 通信制・バス旅行 H29.6.4 於：浜松市気賀の関

星陵会関東地区懇親会 H29.11.26 於：KITTE丸の内
四高33年度卒 四日市高校同窓会
H29.5.21　於：プラトンホテル四日市 第12回関西四高会 H29.9.30 於：ホテルグランヴィア大阪

四高32年度卒第33回関東サニー会
H29.10.17 於：品川プリンスホテル


